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浮遊性有孔虫は，群集の変動の記録から過去の環境の変遷を読みとることができるた 
め，古海洋学研究上，重要である．本研究では，有孔虫群集と海洋表層環境との関係 
を把握し，その関係を異なる地域，環境間でも適応することを目的として，北西部北 
太平洋の３地点でセジメントトラップ実験を行った． 
その結果，未だ報告のない北西部北太平洋で，浮遊性有孔虫群集の季節変化を明らか 
にし，主要な有孔虫種を 4 つにグループ分けし，海洋環境を 5 つのタイプに単純化した 
．また，他地域との比較から，同じ中高緯度の北太平洋でも，異なる環境条件が有孔 
虫の群集構成に大きな差をもたらすことがわかった． 
 
 
浮遊性有孔虫は汎世界的に生息し，出現・絶滅のサイクルが短いため，よい年代指標 
としてよく用いられている．また浮遊性有孔虫は，殻の同位体比組成や群集の変動の 
記録から過去の環境の変遷を読みとることができるため，古海洋学研究上，重要であ 
る．浮遊性有孔虫群集と環境の対応関係については，多くの海洋環境パラメータ（表 
層水温，塩分濃度，水柱成層構造，光強度，食糧供給量など）が有孔虫の群集組成を 
支配していることはよく知られているが，詳細な対応関係についてはいまだ不明な点 
も多い．しかし，この海洋環境との対応関係をより詳しく把握することは有孔虫から 
過去の環境を推定する際には必要不可欠である．そのため現在の海洋においては，多 
様な環境条件下，つまり多くの海域で有孔虫群集を調査することが求められる．有孔 
虫と海洋環境との対応を知る手段の一つとして，セジメントトラップ観測が有効であ 
る．このセジメントトラップ観測を用いた浮遊性有孔虫記録については，世界中の海 
洋で多くの報告があるが（北東太平洋，赤道太平洋，大西洋，南大西洋，インド洋， 
日本海など），北西部北太平洋からの浮遊性有孔虫の季節変化についての詳細な報告 
はまだない． 
本研究では有孔虫群集と海洋表層環境との関係を把握し，その関係を異なる地域，環 
境間でも比較，適応することを目的として，北西部北太平洋の３地点（40Ｎ(40N, 16 
5E), KNOT (44N, 155E), 50Ｎ (50N, 165E)）でセジメントトラップ実験を行った． 
その結果，未だ報告のない北西部北太平洋で，浮遊性有孔虫群集の季節変化を明らか 
にし，また 3 地点を合わせた有孔虫を含む海洋環境を 5 つのタイプに単純化した．また 
，このタイプ分けをする段階で，主要な有孔虫種を 4 つにグループ分けし，群集構成 
を単純化し，各グループごとの特徴的な出現時期における海洋環境を調べた．これら 
のグループ分けとタイプ分けは具体的には以下のとおりである．有孔虫グループ：（ 
1）グループ A（Neogloboquadrina pachyderma, Globigerina quinqueloba, Globiger 
ina bulloides, and Globigerinita glutinata），（2）グループＢ（Globigerinoid 
es ruber and Globigerinoides sacculifer），（3）グループＣ（Neogloboquadrina 
dutertrei），（4）グループＤ（Globorotalia scitula and Globorotalia truncatu 
linoides）．また，タイプ分けについては，以下の 4 つのパラメーターをもとに，北 
西部北太平洋の海洋環境を５つのタイプに分類した：１）卓越する有孔虫グループ， 
２）総有孔虫流量（以下 TFFs），３）有機物流量（以下 OM），４）表層水温（以下 SS 
T）と水塊構造．タイプ I は高い SST のもと，グループＢと低 TFFs によって特徴づけら 
れ，タイプ II はグループ A の高い流量，一方タイプ III は低い TFFs と OM 値を示す．また 
，タイプ IV では表層水がよく混合された環境でグループ A とＤが卓越し，タイプ V では 
，発達した温度躍層下でのグループＣによって特徴づけられている． 



次に，異なる環境がもたらす有孔虫群集の違いについて調べるため，Station PAPA の 
有孔虫群集と本研究の群集とを比較した．この結果から，同じ北太平洋の中高緯度で 
も，異なる環境条件が有孔虫の群集構成にどのような差となって表れるのかが明らか 
となった．このことは，過去の海洋において，環境の変化が有孔虫群集変化にどの程 
度反映されるかということを検討する際の基礎資料とすることが可能である． 
北太平洋の北緯 50 度において，北西部（本研究）と北東部（Station PAPA の通常期） 
の有孔虫群集の年平均を比較した結果，高い栄養塩濃度による有孔虫フラックスのよ 
り高い値が北西部地域で見られ，特にその中でも N. pachyderma（sinistral）と G. b 
ulloides の２種の差が顕著だった．このことから，古海洋の環境変遷を考える際には 
栄養塩の増減についても十分な考慮が必要であるといえる．また現在の北太平洋のよ 
うな環境では，特に N. pachyderma（sinistral）と G. bulloides に着目するのが栄養 
塩の増減を推測する際に有効だといえる．一方，エルニーニョによる Station PAPA で 
の温暖期の間は Site KNOT から Station PAPA までの北部北太平洋の幅広い範囲での浮 
遊性有孔虫の流量や組成がよく似ている．これより，エルニーニョの影響を受けてい 
る温暖期では Site KNOT から Station PAPA までの広い範囲が同様のよく似た海洋環境 
となることがいえる． 


